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卒業に必要な単位：124単位

専門教育科目：78単位
全学共通科目：28単位
広域選択：18単位

選択必修：10単位
選択：68単位

編入学を経て、経済学に新しい可能性を見出しました
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短大で経済を学ぶ中でさらに深く学びたいと思い、現代
応用経済学科へ編入しました。経済学と経営学の両方を
学べるこの学科だからこそ、社会や企業の仕組みを幅広
い視点から理解することができています。
高校時代は理科や物理系の分野を目指していました。し
かしその道で挫折を経験し、その後出会った経済学に新
しい可能性を感じました。数字や統計を扱うなど理系的
な要素も多く、自分にとっては馴染みやすい学問でした。

統計学に興味を持ち、ゼミでは統計ソフトを使ってデー
タ分析をしています。学びを通じて実践力を養いながら、
簿記資格や会計士という将来の道も視野に入れ、自分の
進む方向を探っています。
4月のサークルフェスティバルで見学した際、部員の温か
い雰囲気に惹かれ、これまで経験したことのないことに挑
戦したいと思い射撃部に入部しました。現在は学業と学生
生活を両立させながら、充実した毎日を過ごしています。

相澤 柾さん
現代応用経済学科 3年
日本大学短期大学部 出身　（編入学）

成長の
プロセス

選択必修

選　択

１年次 ２年次 3年次 4年次
一般教養科目や基礎的な経済学・
経営学を学びつつ、大学で学ぶ
様々な知識を体系的に修得でき
るような大学での学び方を身に
つける。

経済学・経営学の基礎科目に加
え周辺領域の科目や演習科目
の履修を通じて専門性を高め、
一層の知識の深化を図る。

演習や専門科目の履修を通じて専
門的知識の修得に努めるとともに、
産学連携プロジェクトを通じて実践
的に学び、アントレプレナーシップ
（起業活動）の能力を身につける。

卒業論文の作成を通じて4年間
の学修成果を体系的にまとめ、
社会から求められる人材として
の専門性を確立する。

● 社会経済学ａ／ｂ　　　　　　　　　　　　　　　● 企業経済学ａ／ｂ　　　　　　　　　　　　　　　● 企業経営学ａ／ｂ

● 公共経済学ａ／ｂ
● 現代産業論ａ／ｂ
● 産業組織論ａ／ｂ
● 企業管理論ａ／ｂ
● 非営利組織論ａ／ｂ
● キャリア・デザイン応用ａ／ｂ
● 契約理論
● 情報の経済学

● 法と経済学
● 制度の経済学
● ファイナンス論ａ／ｂ
● 企業戦略論ａ／ｂ
● グローバル・ビジネス論ａ／ｂ
● 企業統治論ａ／ｂ
● 企業と社会ａ／ｂ
● 人的資源管理論ａ／ｂ

● ビジネスの歴史ａ／ｂ
● ネットワーク組織論ａ／ｂ
● 市民と経済学
● 社会思想史
● ボランティア経済ａ／ｂ
● 中小企業論
● 中小企業政策論
● 観光論

● 医療福祉経済論
● コミュニティ・ビジネス論
● 協同組合論
● 経営学史ａ／ｂ
● ビジネス事例研究
● アントレプレナーシップ養成講座
● 外国書講読Ⅰ・Ⅱ（ａ／ｂ）
● ＩＴ研究Ⅰ～Ⅴ

● 演習Ⅰ

● 会計プロフェッショナルクラスⅠ（会計士／税理士） ● 会計プロフェッショナルクラスⅡ
 （会計士／税理士）
● 憲法ａ／ｂ
● 経済法ａ／ｂ
● 民法一部ａ／ｂ
● 民法二部ａ／ｂ
● 商法一部ａ／ｂ
● 経済学科の専門教育科目（P71）※一部２年次より履修可能な科目があります。
● 商学科の専門教育科目（P73）※一部２年次より履修可能な科目があります。
● 情報経済システム論ａ／ｂ

● 商法二部ａ／ｂ
● 労働法
● 行政法ａ／ｂ
● 国際法ａ／ｂ
● ビジネス英会話ａ／ｂ
● 農業経済論ａ／ｂ

● 経済学入門ａ／ｂ
● 情報入門Ⅰ・Ⅱ
● キャリア・デザインａ／ｂ

● 演習Ⅱ
● ビジネス・インターンシップa／b

● 演習Ⅲ
● 卒業研究
● 会計プロフェッショナルクラスⅢ
 （会計士／税理士）

● 経済理論Ａａ／ｂ　　　　　　● ミクロ経済学ａ／ｂ　　　　　　● 現代経済事情Ⅰ・Ⅱ　　　　　　● 現代産業事情Ⅰ～Ⅲ　　　　　　● 特殊講義Ⅰ・Ⅱ

● ゲーム理論a／b　　● 現代企業論a／b　　● 地域経済論a／b　　● アントレプレナーシップ論　　● 事業創造論
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 ［3年次 ］前期

1
2
3
4
5
6

Mon.

産業組織論a
企業管理論a
社会政策a

Tue.
西洋経済史a
演習Ⅱ
経済統計a

Wed. Thu.

公共経済学a
現代アメリカ経済論
仏教と人間
ゲーム理論a

Fri.
企業経済学a
企業経営学a
国際金融論a

経済理論・経済システムの原理a
景気循環論a

Sat.

2026年度開講科目 ※年度当初、変更となる場合があります。




